
1

新型コロナウイルスにより亡くなられた方々に

深くお悔やみ申し上げますとともに、

療養されている方々にはお見舞いを申し上げます。

そして、医療従事者の方々をはじめ、

日々懸命に取り組まれている皆様に

心より感謝申し上げます。

また、トヨタのクルマをご愛顧いただいている

世界中のお客様、そして私どもの企業活動を

支えていただいている株主の皆様、

販売店・仕入先の皆様に深く感謝申し上げます。
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2021年3月期第1四半期よりIFRSを適用したため、

次頁以降はIFRSに基づき作成しております。
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当第1四半期の連結販売台数は、

前年同期に対して50％となる、115万8千台となりました。

これは、主に新型コロナウイルス感染拡大に伴い、

各地域において販売が減少したことによるものです。

また、トヨタ・レクサス販売台数は、

前年同期に対して69％となる、170万6千台となり、

5月時点見通しの前提としていた約60％を

上回って推移しております。
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当第1四半期の連結決算は、

営業収益、 4兆6,007億円

営業利益、 139億円

税引前利益、 1,182億円

当期利益、 1,588億円

と、大幅な販売台数減少の中でも

黒字を確保できました。
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営業利益の増減要因ですが、

為替変動の影響により、750億円の減益、

原価改善の努力は、100億円の増益となりました。

販売面での影響は、

主に新型コロナウイルス感染拡大に伴う販売台数の

減少により、8,100億円の減益となりました。

諸経費の増減・低減努力は、750億円の増益となりました。

この結果、為替・スワップ評価損益等の影響を除いた

営業利益は、7,250億円の減益となりました。
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所在地別の営業利益については、

主に新型コロナウイルス感染拡大に伴う販売台数の

減少により、各地域ともに減益となりました。
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中国事業については、

連結子会社の営業利益は、

営業面の努力などにより

前年同期を202億円上回る558億円となりました。

持分法適用会社の持分法による投資損益は、

営業面の努力などにより

前年同期を95億円上回る412億円となりました。

金融セグメントについては、

貸倒引当金の増加などにより、

前年同期を349億円下回る709億円となりました。
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連結販売台数の見通しにつきましては、

期首前提に対し、20万台の増加となる

720万台を見込んでおります。

地域別の内訳については記載の通りでございます。

また、トヨタ・レクサス販売台数については、

期首前提に対し、30万台増加となる、

830万台を見込んでおります。

今後のトヨタ・レクサス販売台数の

回復ペースについては、前年同期に対して、

第２四半期は約85％、

第３四半期は約95％、

第４四半期は約105％と、

徐々に回復していくことを見込んでおります。
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通期の業績見通しにつきましては、

連結販売台数の増加を見込んでいる一方、

今後の新型コロナウイルスの感染拡大や

収束の状況等によって、

経営環境が大きく変動する可能性があることなどを踏まえ、

営業収益および営業利益については、

5月時点の見通しを変えておりません。

なお、

税引前利益は、 8,900億円

当期利益は、 7,300億円 を見込んでおります。

先行き不透明な中ではありますが、

引き続き、TPS・原価の造り込みを強化しながら、

未来に向けた種蒔きはしっかりと継続し、

モビリティ・カンパニーへの変革を加速させてまいります。
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